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プレゼンテーションを行う状況設定

状況

 機関リポジトリ事業に関する共通認識を持つよう、情報
交換および検討を通して、次年度以降の本格稼動に向
けた体制を確立する。

 今後の学内における広報・啓発や現在進行・計画中の
関連事業との連携を図る（業績データベースやe-

Learning等）



機関リポジトリとは

大学等の研究機関がその知的生産物を電
子的形態で集積し、保存・公開するために
設置する電子アーカイブシステム

慈恵医大の情報資源（お宝）を半永久的
に蓄積・公開するためのプロジェクト





慈恵医大発行の学術雑誌

 東京慈恵会医科大学雑誌（慈恵医大誌）

• 明治15年(1882年）

成医会刊行「成医会月報」として創刊

• 昭和26年（1951年）

東京慈恵会医科大学雑誌に改称

 Jikeikai Medical Journal(JMJ)

• 昭和29年(1954年）

英文論文掲載誌として創刊



慈恵医大誌とJMJの電子化の経緯

 電子ファイルの蓄積と学内への公開

 平成13年（2001年）
図書館システム導入

 平成14年（2002年）
図書館システムを利用したPDF

→ファイルの保存・蓄積開始

 学内のみに公開



学外への公開の検討

 図書館システムを利用した学外への公開

 既存の全文提供システムへの搭載



機関リポジトリ構築の検討

 機関リポジトリ構築による大学の研究成果
物の公開

 他の研究教育資料の公開

 研究業績データベースとの連携

→ NII機関リポジトリ事業計画への

申請と受託（平成19年度）



機関リポジトリの意義

「各大学の教育研究活動の活性化に資するため、さらに、我
が国の学術情報の流通の促進を図るためにも、各大学は、
学協会との連携を図りつつ、機関リポジトリに積極的に取組
む必要がある。その場合、大学図書館は機関リポジトリの構
築・運用に中心的な役割を果たすことが期待される。」

学術情報基盤の今後の在り方について（報告）

平成18年3月23日
文部科学省 科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環
境基盤部会 学術情報基盤作業部会



機関リポジトリの意義

 研究成果の効果的な発信

 大学の社会に対する説明責任の履行

 研究者・大学の知名度の向上

 卒業生・学外医療従事者・医学研究者とのコンテン
ツ共有

 教職員への教育・研究用コンテンツ蓄積・公開環
境の提供



機関リポジトリ構築に向けて

1. 当面の目標

2. 初年度（平成19年度）事業計画

3. 運用体制の確立

4. 運用開始後の運用計画（平成20年度
以降）



機関リポジトリ構築
１ 当面の目標

 本学の教育・研究のための新たな学術情報基盤の
構築

 紀要（「慈恵医大誌」「JMJ」）へのアクセス性の向
上

 学内作成コンテンツの統合的管理

 教職員への教育・研究用コンテンツ蓄積・公開環
境の提供

 卒業生・学外医療従事者・医学研究者とのコンテン
ツ共有

 学内における電子コンテンツ作成・管理手順の確
立（権利処理・メタデータ付与等）



機関リポジトリ構築
２ 初年度（平成19年度）事業計画

導入

 ハードウエア・ソフトウエアのセットアップ
(外部委託）

 既存コンテンツの登録
（2005年までで約1000件）



機関リポジトリ構築

２ 初年度（平成19年度）事業計画
（つづき）

ハードウエア・ソフトウエアのセットアップ

システム選定

システム 大学数

DSpace 34

XooNIps 3



機関リポジトリ構築

２ 初年度（平成19年度）事業計画
（つづき）

既存コンテンツの登録

 紀要

• 慈恵医大誌、JMJに2002年以降に掲載された記事の
PDFファイル（権利処理済）

 教育用資料

• e-ラーニング教材中のPDFおよび画像ファイル

• 各種データベース、電子ジャーナル利用マニュアル

• 大学歴史資料の画像ファイル

• 標本解説のPDFファイル



機関リポジトリ構築
３ 運用体制の確立（１）

電子コンテンツの収集および作成

 紀要掲載記事のPDF化
(外部委託）

 教育用資料・大学歴史資料の電子化
（大学内教職員）

 学内教職員からのコンテンツ収集と電子化
（大学内教職員）



機関リポジトリ構築
３ 運用体制の確立（２）

コンテンツの登録

 権利処理

 メタデータ付与

 サーバへの登録



機関リポジトリ構築
３ 運用体制の確立（３）

学内への広報

ハードウェア・ソフトウェアのサポート

 機関リポジトリ用ハードウェア・ソフトウェア
の年間サポート
（外部委託）

 大学ネットワークとの各種調整
（大学内教職員）



機関リポジトリ構築
４ 運用開始後の運用計画

 機関リポジトリ活用のための学内への広報

 コンテンツ作成について学内関連部署との
連携

 電子コンテンツ作成手順規程の策定

 リンク･リゾルバとの連動

 近隣医療従事者、医学関連機関との教育・
研究資源の共有

 大学歴史資料コレクションの作成



大学歴史資料の蓄積と公開

 学祖・高木兼寛が英国セント・トーマス医学
校で行った脚気に関する講演

 Lancet 1(1906年) に講演論文として3回
にわたって掲載

 Lancetの論文をJMJ49巻2号(2002年)に再
録し、PDFを公開



大学歴史資料の蓄積と公開



教育・研究のための新たな学術情報
基盤＝機関リポジトリの構築

 既存コンテンツへのアクセス性の向上

 学内作成コンテンツの統合的管理

 教職員への教育・研究用コンテンツ蓄積・
公開環境の提供

 卒業生・学外医療従事者・医学研究者との
コンテンツ共有

 電子コンテンツ作成・管理手順の確立


